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って得るところの多い,印象的な講義であった｡ (文責 植村尊公 )
非線形振動と波動





















休憩時間には,ソリトンの例 として (?)針を連ねてつきさしたゴムヒモや "パタパタ〝と
呼ばれる郷土玩具を取 り出して見せられ,いかにも "おもちゃセ ミナー〝の著者 らしい一面も
見られました｡ (文責 川上和人 )
統計物理学から見た生命現象
一特にレプリコン系の統計物理学として見た集団生物学について一












いえばレプリコン(ある期間生存 して自己複製を行なう要素 )の数がまわ りの相互作用によっ
てどのように変化するかをモデルによって追っていったということである｡最後に利他と利己
のレプリコンの数の変化をシュミレーションしたスライ ドによる説明は面白かった｡特に利他
の中に1つだけ利己が入っているとその数は一時的にかなりふえるが最終的には全滅 してしま
うというのは,生物の一種である人間にあてはめて考えてみれば納得できる気もする｡このよ
うな生物学と物理学の間の分野のようなものは今後 とも両方からの影響をうけて発展 していく
であろう｡物質の階層からいってどの段階からが生物になるか,生命の起源といった問題とか
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